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させない事を最優先！」に考えて行動する事が必要だと考えます。

今後も、１年に１回程度は訓練を実施する事で、再認識する機会を作って行ければと思います。

2023年10月11日(水)

太平化学 敷地内

薬品漏洩対処訓練

pH試験紙で確認

周囲に居る人達へただちに事故が起
きた事を通達し、責任者の指示に従
う（お客様敷地内であれば、お客様
のご指示による※）。

（※作業完了後は産廃処理する）

萩原　山口　近藤　藤谷
片山　佐藤
西澤　豊田
（撮影/記録：近藤）

pH試験紙にて、流出したpHを測定
する。

再度、pH試験紙にて強酸ではない
事を確認。pHが中性（５～６位を
目安）になるまで写真NO.６,７の作
業を繰り返す。

ポリ袋（２重）に入れて、口をガム
テープ等で縛り、必ず現場から持ち
帰る。

漏洩した薬品を吸着シート※にて吸
収する。

水を利用して、デッキブラシでこす
り洗いをする※。周囲に塩酸を飛ば
さない、自身も被らないように注意
する。

消耗品の収容と回収

持っておいた方が良いと思います。

「考察」
・今回は訓練につき、少量の水で対応しましたが（数字上）もっと大量の水が必要になるという認識を

・実際の場面では、頭が混乱をして手順を正確に行えない可能性がありますが、まずは「被害を拡大

「まとめ」
訓練としては非常にシンプルでしたが、”やっておく”のと”やっておかない”とでは、遭遇した場合の対処
方法にも違いが出て来るのではないかと感じました。基本的な方法を１通り理解しておく事は大切ですが、
それ以上に（当事者となってしまった場合に）臨機応変に行動する事の方がもっと大切かと感じました。

薬品（塩酸）を搬送中にパレットか
ら落下させてしまい、その容器から
薬液が漏れた。

土嚢袋※を利用し、周囲への拡散と
側溝への流出を防止する。

薬品漏洩対処訓練 報告書

pH測定
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薬液洗浄
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薬液流出対応
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流出薬品の対処
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薬品漏洩事故発生！

2

事故発生の周知

13:00～13:30

（※水希釈：pHを1落とす為に、10
倍希釈が必要！）
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（※作業完了後は産廃処理する）

（※「水を掛ける」事で対応できる
薬品ばかりではない）

「追記」
・訓練後、各車両搭載の「スピルキット（危険物流出対策箱）」の点検をし、不足分を補充しました。
・常に保護メガネを傍に保管しておくように、情報共有をしました。
・事後発生後には各スピルキット内に保管されている「イエローカード」を確認し、
必要な報告をすることを確認しました。


